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と
こ
ろ
で
、
和
仏
法
律
学
校
の
寄
附
総
額
の
四
七
％
は
仏
学
会
か
ら
引
き
継
が
れ
た
財
産
で
あ
っ
た
（
『
法
政
大
学
八
十
年
史
』
□
九六一年］一七九頁。以下では「八十年史」と略称）。仏学会（辻新次理事員長）を始めとして、飯田宏作（口絵写真⑧）、
富井政章、高木益太郎、梅謙次郎、古市公威ら一一三名が寄附行為者となっている。財団法人認可時の財産目録中、貸
方の書籍七七八円三○銭（全体の約七％）の内訳は、蔵書が一一一九八冊で一一一九円八○銭、払下書籍が一七九冊で三五
円八○銭、一一九年度及び一一一○年度分講義録が一一一六○三五冊で六一一一円七○銭となっている（「八十年史」’九○頁以下）。
治大学百年史』五三九頁）。
通じて文部省の書類審査をパスするだけの組織形態を設置」（『明治大学百年史第三巻通史編Ｉ』［一九九一一年］五三九
頁
。
以
下
「
明
治
大
学
百
年
史
』
と
略
称
す
る
）
し
て
い
た
た
め
で
あ
ろ
う
、
同
年
三
月
一
七
日
、
財
団
法
人
設
立
願
を
東
京
府
知
事
に提出し（明治一一一一年九月の文部省令一九号参照）、同月二四日認可を受けた。ちなみに、早稲田大学は同年一一一月
に
社
団
法
人
の
認
可
を
受
け
て
い
る
。
上
記
財
団
法
人
認
可
の
際
の
文
部
省
の
（
学
校
の
土
地
・
建
物
の
所
有
権
の
帰
属
に
関
す
る
）
審
査
は
か
な
り
厳
し
い
よ
う
で
、
明
治
大
学
は
、
法
政
、
早
稲
田
に
遅
れ
て
明
治
三
八
年
に
よ
う
や
く
財
団
法
人
の
認
可
を
受
け
た
（
「
明
明
治
三
一
年
七
月
一
六
日
に
施
行
さ
れ
た
明
治
民
法
に
従
っ
て
、
和
仏
法
律
学
校
は
、
「
学
校
基
本
財
産
が
独
立
し
、
地
方
長
官
を
第
二
章
図
書
閲
覧
室
の
開
室
「
和
仏
法
律
学
校
の
財
団
法
人
化
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和
仏
法
律
学
校
を
財
団
法
人
化
す
る
作
業
は
、
学
監
の
飯
田
宏
作
が
中
心
と
な
っ
て
行
っ
た
。
明
治
三
一
年
四
月
六
口
に
、
東
京
府知事宛に「是迄、大島誠治、辻謙之助、薩唾正邦、設立者二有之候処、自今、右設立者ヲ法学博士梅謙次郎一一
変更致度」という「設立者変更願」を出して、認められている（「百年史」’四六頁以下）。このうち、大島、辻は
東京仏学校関係者である。薩唾は、明治二一年主幹を辞任し、一一年後京都で第一一一高等中学校法学部に職を得た後
も
、
書
類
上
は
東
京
法
学
校
の
設
立
者
と
い
う
位
置
づ
け
が
な
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。
財
団
法
人
と
な
っ
て
、
理
事
（
三
名
）
、
維
持
員
会
、
監
事
の
制
度
も
整
い
、
法
人
機
構
は
ほ
ぼ
完
備
す
る
に
至
っ
た
。
梅
が
専
任
理
事
及
び
校
長
に
就
任
し
、
和
仏
法
律
学
校
は
新
た
な
段
階
に
入
っ
た
。
後
述
の
高
等
科
設
置
、
随
意
科
と
し
て
の
英
・
仏
・
独
の
語学科設置（明治一一一三年一一月。翌年には漢文科が増設）というように、梅体制下での諸改革が徐々に実を結び、明
治一一一五年から一一一七年に卒業者数の増大（第一一のピーク。最初は明治一一一一年と一一三年だった）という形で現れた。
『
百
年
史
」
で
は
、
梅
の
改
革
の
大
き
な
意
義
と
し
て
、
校
友
会
と
の
関
係
の
緊
密
化
も
挙
げ
ら
れ
て
い
る
（
一
五
一
頁
以
下
。
す
で
に
、
明
治
二
五
年
前
後
の
法
典
論
争
の
時
に
、
梅
ら
講
師
と
校
友
達
が
共
同
し
て
旧
民
法
の
即
時
施
行
を
唱
え
る
「
断
行
派
」
の
立
場
で
運
動
した、という実績があったことはみのがせない）。財団辿
ま
た
、
’
一
三
年
七
月
以
来
各
地
に
で
き
た
校
友
会
支
部
に
、
鑓鶴
かせない）。財団法人になった時の三人の理事の一人に校友の山田東次がなり、
仁
校
友
会
支
部
に
、
梅
校
長
以
下
教
員
・
校
友
が
出
張
し
、
講
談
会
・
懇
親
会
に
出
席
し
、
交流を深めている。明治一一一一一年二月に創刊された「法学志林」（以下「志
号林」と略称）も、校友の信岡雄四郎（口絵写真⑨、後述五参照）が主唱者の一
第赫人であり（かつ、命名者でもあるという）、校友・佐々木茂三郎（二一一年卒。
艀弁護主らとともに数年間編集を担当し、同誌の基礎を作ったといわれて
いる。編輯委員を補助する編輯部主任には、一一八年卒の小田幹治郎が就任
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あ
る
（
李
英
美
『
韓
国
司
法
制
度
と
梅
謙
次
郎
』
校
友
会
と
の
関
係
の
緊
密
化
の
手
始
め
に
、
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
小
田
は
、
そ
の
後
梅
に
従
っ
て
朝
鮮
で
の
立
法
作
業
に
従
事
し
、
梅
が
企
画
し
た
「
慣
習
調
査
」
を
梅
の
没
後
ま
と
め
上
げ
（
「
慣
習
調
査
報
告
書
」
□
九
一
○
年
］
）
、
朝
鮮
総
督
府
に
お
け
る
「
朝
鮮
旧
慣
の
権
威
者
」
と
い
わ
れ
た
人
物
で
二
、
校
友
会
主
導
の
図
書
閲
覧
室
の
開
室
校友会録事
いては、「校友会録事自明治三十年至同三十五年』による）。そして、吉田佐一郎、
飯田宏作、辻新次、掛下重次郎、富井政章ら三五名に委員を委嘱した。四月一一一
日
、
調
査
委
員
会
が
開
か
れ
、
梅
、
吉
田
ら
一
二
名
が
出
席
し
て
議
論
し
、
六
嘉
秀
孝
、
信
岡
雄
四
郎
、
原
夫
次
郎
、
矢
野
芳
弘
、
上
野
政
雄
を
校
友
会
に
報
告
す
る
た
め
の
起
案
委
員
に
選
出した。’四曰、’七曰と議論の上、二○日委員総会（上記四○名の委員からなる）
で
、
二
八
日
校
友
臨
時
大
会
を
開
く
こ
と
を
決
議
し
た
。
そ
の
大
会
で
、
図
書
室
の
設
置
が
決
議
さ
れ
た
。
そ
の
際
決
め
ら
れ
た
「
図
書
閲
覧
室
設
定
規
定
」
中
、
主
な
も
の
を
引
用
し
て
お
こ
う
（
志
林
一
号
）
。
明治一一一一一年三月一一六日、春季校友大会で吉田佐一郎ほか五名による図書
閲覧室創立の建議案が出された。「甲論乙駁議論ノ」末、委員会を設けて「閲覧部
設置並一一図書購入費等ノ調査」をすることが決議された（以下の校友会の動向につ
［法政大学出版局、二○○五年］参照）。
校
友
会
か
ら
図
書
閲
覧
室
の
設
置
の
計
画
が
持
ち
上
が
っ
た
。
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を
決
め
た
。
こ
の
図
書
室
委
員
の
互
選
で
、
専
務
委
員
に
選
出
さ
れ
た
梅
、
吉
田
、
佐
々
木
、
矢
野
、
今
井
萬
吉
の
も
と
で
、
寄
付
金
集
め
等
が
実
施
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
つ
い
で
、
一
二
月
六
日
の
秋
期
総
会
で
、
去
る
一
一
月
一
日
か
ら
図
書
閲
覧
室
を
開
室
し
た
こと、寄付金申込高七五○円、実際に支払われた金額（収入金）は一一七二円、書籍の寄贈は六○冊であることが、
報
告
さ
れ
た
（
校
友
録
示
）
。
た
だ
し
、
こ
の
閲
覧
室
は
、
わ
ず
か
一
ヶ
月
程
度
で
（
内
装
な
ど
を
）
整
備
し
た
も
の
に
す
ぎ
な
か
っ
た
ことに注意をすべきである（志林一号。その当時の学校の敷地は三一五坪で、建坪は二階建の一一五五坪だった。酒井（一一）
二
本
校
ハ
係
員
ノ
手
当
及
上
備
付
器
具
、
｜
居
室
其
他
室
務
二
要
ス
ル
費
用
ヲ
支
出
ス
ヘ
シ
さ
ら
に
、
図
書
閲
覧
室
設
置
委
員
四
○
名
が
選
出
さ
れ
、
早
速
五
月
五
日
に
開
か
れ
た
図
書
室
委
員
会
で
、
｜
寄
付
金
は
最
低
額
を
一
円
と
す
る
こ
と
、
一六六頁参照）。
前
記
図
書
「
閲
覧
室
設
定
規
定
」
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
図
書
に
関
す
る
係
員
の
配
置
で
あ
る
（
六
条
二
号
）
。
図
書
閲
覧
室
が
開
第
一
項
委
員
会
第
一
条
校
友
会
一
一
委
員
会
ヲ
第
二
項
資
本
募
集
及
寄
附
第
四
条
会
員
ノ
寄
附
金
及
上
第
五
条
寄
附
金
ハ
即
時
又
ハ
第
六
条
既
集
ノ
図
書
ハ
随
時
年
賦
最
長
期
を
三
年
と
す
る
こ
と
会員ノ寄附金及上書籍寄贈等ノ方法一一依り閲覧室一一備フヘキ図書ヲ集ム
寄
附
金
ハ
即
時
又
ハ
月
賦
年
賦
ノ
方
法
一
一
依
り
納
ム
ル
コ
ト
ヲ
得
既
集
ノ
図
書
ハ
随
時
左
ノ
条
件
ヲ
以
テ
之
ヲ
本
校
二
寄
附
ス
委
員
会
校友会一一委員会ヲ設ケ本規定ノ施行及上図書閲覧室事務ノ監督ヲ為ス（二項、一一｜項は省略）
本
校
校
友
及
上
生
徒
一
一
限
り
図
書
ノ
閲
覧
ヲ
許
ス
コ
ト
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全』ほか和書一一一六種一一一五六冊をまとめて寄付していることである（志林七号［明治三一一一年］）。
「志林」には、｜｜号（明治三一一年一一一月発行）から「図書閲覧室資金寄附者氏名」が掲載されはじめた。一一一六号
（
明
治
三
五
年
）
か
ら
は
「
図
書
室
寄
贈
書
目
」
と
題
し
て
図
書
閲
覧
室
が
受
け
入
れ
た
書
籍
・
雑
誌
名
が
掲
載
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。
も
ち
ろ
ん
、
「
図
書
購
入
資
金
寄
附
者
名
」
も
こ
れ
も
並
ん
で
掲
載
さ
れ
て
い
る
（
例
え
ば
四
九
号
［
三
六
年
］
’
○
五
頁
参照）。初期の頃で注目されるのは、富井政章が「□『・耳○三一ざ二一・『」ほか洋書一一一一一五種一一一四四冊、「法規分類大
室
し
た
と
い
う
こ
と
は
、
学
校
が
図
書
に
関
す
る
係
員
を
配
置
し
、
図
書
の
管
理
を
お
こ
な
い
始
め
た
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
あ
ろ
う
。
備
付
器
具
が
書
棚
の
ほ
か
、
検
索
カ
ー
ド
・
箱
な
ど
を
指
す
の
か
ど
う
か
、
こ
れ
だ
け
で
は
は
っ
き
り
し
な
い
。
こ
れ
に
関
す
る
資
料
は
現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
発
見
さ
れ
て
い
な
い
の
が
残
念
で
あ
る
。
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帝国教育会付属書籍館地図
照
）
。
和
仏
法
律
学
校
の
学
生
た
ち
も
よ
く
利
用
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
大
日
本
教
育
会
付
属
書
籍
館
と
の
関
連
が
推
測
さ
れ
て
い
る
。
同
書
籍
館
が
一
○
年
を
期
限
と
し
て
東
京
図
書
館
か
ら
借
り
出
し
て
い
た
図
書
に
対
し
て
、
文
部
省
が
返
還
を
要
求
し
た
の
だ
が
、
そ
の
返
還
請
求
の
直
後
に
前
記
校
友
大
会
が
開
か
れ
て
い
る
からである。さらに、’’’二年六月には和仏法律学校内に高等科が設置
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
本
校
や
他
校
の
卒
業
生
を
対
象
と
し
た
各
種
試
験
の
準
備
コ
ー
ス
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
教
室
の
ほ
か
、
図
書
室
が
必
要
に
な
っ
た
と
い
う
見
方
も
あ
る
。
さ
ら
に
、
大
日
本
教
育
会
長
の
辻
新
次
や
和
仏
法
律
学
校
の
商
議
員
と
こ
ろ
で
、
な
ぜ
こ
の
時
期
に
、
図
書
閲
覧
室
が
議
題
に
上
り
、
早
急
な
実
施
を
見
る
に
至
っ
た
の
だ
ろ
う
か
（
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
酒
井
（
二
）
一
六
一
一
頁
以
下
参
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資
料
か
ら
は
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
閲
覧
室
が
開
室
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
閲
覧
規
則
な
ど
も
東
京
仏
学
校
規
則
の
伝
統
を
受
け
統
継
い
で
整
備
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
れ
以
降
も
図
書
が
増
え
続
け
て
い
き
、
図
書
の
分
類
・
整
理
が
当
然
必
要
に
な
っ
て
く
る
は
ず
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
の
資
料
も
一
切
見
あ
た
ら
な
い
。
分
類
は
、
本
学
独
自
の
ル
ー
ル
が
制
定
さ
明治三五年一一一月頃の第一講堂と図書閲覧室の位置関係について、興味深い記事が「志林」に載っている（一一九
号
一
○
一
頁
）
。
す
な
わ
ち
、
同
年
の
三
月
一
六
日
午
後
一
時
か
ら
第
一
講
堂
で
講
談
会
を
開
い
た
と
こ
ろ
、
近
来
ま
れ
に
見
る
盛
会
で、「聴衆は講堂に充溢し図書閲覧室を開通したるも尚狭院を感し一時四十分には「満員一一付キ入場謝絶」の掲示
を出すの已むことを得さるに至れり」とある。ちなみにこの曰の講談会では、寺尾亨、富谷鉄太郎、古賀廉造と
であった大島誠治らは、同年一一月公布の図書館令（我が国で初めての図書館法規だが、図書館の目的、使命は明確に
はなっていない。公立図書館でも閲覧料の徴収を認めている。佐藤政孝「図書館発達史」［みずうみ書房、一九八六年］二○
一頁以下参照）を作成した田中稲城（帝国図書館長）と以前からこれに関する意見を交換しており、図書館に関す
る
情
報
を
得
て
い
た
の
で
は
な
い
か
、
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
明
治
三
○
年
代
に
至
っ
て
、
よ
う
や
く
日
本
の
社
会
に
、
近
代
的
な
図
書
館
設
置
の
運
動
の
機
が
熟
し
て
き
た
こ
と
も
、
本
学
の
図
書
室
設
置
に
影
響
が
あ
っ
た
ろ
う
こ
と
は
十
分
考
え
ら
れ
る
。
寄付金、図書の寄贈は明治三一一年以降も続いた。一一年後の一一一四年には、（以下の数字は前回報告後のものだという
が、「前回」とは、いつの校友大会を指すのかは不明）寄付金申込額八○五円（うち収入金は三○五円五○銭）、寄贈書籍
は
一
一
七
八
冊
、
購
入
書
籍
代
金
は
一
七
八
円
八
銭
と
な
る
（
同
年
五
月
二
六
日
校
友
会
春
期
大
会
報
告
）
。
同
年
八
月
ま
で
に
、
寄
付
金総額は一五三一一一円、寄付書籍は一一一一一八冊に達した（『法政大学参拾年史」［一九○九年］九○頁。以下「参拾年史』
れ
る
大
正
後
期
ま
で
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
と略称）。
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さ
て
、
学
則
に
図
書
閲
覧
規
則
が
定
め
ら
れ
た
の
は
な
ぜ
で
あ
ろ
う
か
。
お
そ
ら
く
、
専
門
学
校
令
に
付
属
し
て
規
定
さ
れ
た
「
公
立私立専門学校規定」（明治一一一六年。文部省令第一一一一号）の影響があるだろう（志林臨時増刊四八号六二頁以下）。すなわち、
そ
の
第
二
条
に
は
「
専
門
学
校
ハ
校
地
、
校
舎
、
校
具
其
ノ
他
必
要
ノ
設
備
ヲ
ナ
ス
ヘ
シ
」
と
あ
り
、
「
校
具
」
と
は
、
「
教
授
上
必
要ナル図書、器械、器具、標本、模型等トス」（五条）。また、第四条は次のように規定されている。
「校舎ニハ左ノ諸室ヲ備フヘシ
巻四号一二五頁）。
学校であり、正式に大学と認可されるのは大正九年の大学令においてである）。学則に閲覧規則が定められた。
第
七
条
「
本
大
学
校
友
、
学
生
ハ
図
書
閲
覧
規
則
一
一
従
上
木
大
学
図
書
館
ノ
書
籍
ヲ
閲
覧
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
」
（
志
林
臨
時
増
刊
四
八
号
、-〆
並
ん
で
、
富
井
政
章
が
「
法
人
ノ
本
性
」
の
講
演
を
し
て
い
る
。
こ
れ
に
基
づ
く
図
書
閲
覧
規
則
の
全
貌
は
不
明
で
あ
る
。
時
代
は
多
少
下
る
が
、
明
治
三
九
年
に
は
図
書
館
開
館
時
間
に
つ
い
て
、
「
本
学
図
書
館
は
四
月
一
日
よ
り
当
分
の
内
午
後
一
時
よ
り
午
後
八
時
ま
て
と
改
正
せ
り
」
と
い
う
資
料
が
残
っ
て
い
る
（
志
林
八
明
治
三
六
年
の
専
門
学
校
令
に
基
づ
き
、
本
学
は
同
年
八
月
和
仏
法
律
学
校
法
政
大
学
と
改
称
し
た
（
法
規
上
は
あ
く
ま
で
も
専
門
事
務
室
教
室 三
、
専
門
学
校
令
に
よ
る
法
政
大
学
時
代
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明治三六年八月、学生数の増加により教場が狭院になり、従来の校舎の一裏手に大講堂、教場、「図書館、編輯室
等
」
の
増
築
を
始
め
た
。
「
本
校
の
大
学
組
織
と
為
り
た
る
に
付
て
は
」
図
書
「
館
の
規
模
を
一
層
拡
張
し
汎
く
英
、
独
、
仏
其
他
の
諸
国
よ
り
原
書
を
購
入
し
之
を
完
全
と
為
す
の
必
要
あ
ろ
を
以
て
従
来
図
書
館
に
附
属
す
る
約
五
百
冊
の
原
書
の
外
に
本
大
学
校
友
」
の
寄
附
に
よ
り
、
海
外
か
ら
な
る
べ
く
多
数
の
原
書
を
購
入
し
て
「
図
書
館
の
完
備
を
期
せ
ん
」
と
す
る
計
画
が
あ
り
（
志
林
四
七
号
）
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
、
同
年
一
二
月
六
日
、
校
友
会
総
会
で
審
議
が
な
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
洋
書
購
入
寄
付
募
集
の
委
員
の選任については、校友会役員会に一任された（志林五一号）。そして、四○名の図書委員が選定された（志林五二
号）。三七年一一月一一一日に図書委員会を開き、専務委員として井田忠信、六嘉秀孝ら五名を選出した。同月一一○日、
校
友
会
長
梅
謙
次
郎
、
校
友
会
幹
事
吉
田
佐
一
郎
、
専
務
委
員
中
の
六
嘉
ら
三
名
の
計
五
名
が
集
ま
り
、
寄
付
金
募
集
の
方
法
等
が
検
討
さ
れ
た
（
志
林
五
四
号
）
。
図
書
専
務
委
員
会
は
、
目
標
金
額
約
三
○
○
○
円
を
各
支
部
校
友
に
割
り
当
て
て
、
支
部
長
に
募
集
・
徴
収
を
依
頼
し
た
（
同
年
三
月
の
校
友
会
春
季
大
会
で
こ
の
寄
付
金
募
集
の
件
が
報
告
さ
れ
た
。
同
年
の
校
友
会
録
事
）
。
校
友
会
東
京支部では、三七年九月末に募金額一七九八円五○銭となり（さらに一○月に入り、新たに七八円の申込があった）、
予定額（一三五○円）を超過したとして、募金委員の任務を解いた（一○月。志林六四号）。曰露戦争のさなかにも
一一一其他必要ナル実験室、実習室、研究室、図書室、……等ノ諸室」
さ
ら
に
、
備
え
付
け
る
べ
き
表
簿
と
し
て
、
二
学
則
、
日
課
、
教
科
用
図
書
配
当
表
」
や
「
五
資
産
原
簿
、
出
納
簿
、
経
費
ノ
予算決算一一関スル帳簿」などが規定されている（六条一項）。
また、大学教育にふさわしい内容に学科課程が改正された（学則第三条、英独仏の外国法の授業）ため、仏語だけ
ではなく英独の外書の購入も必要となった（「法政大学摘要」志林臨時増刊四八号八頁参照）。
こ
の
ほ
か
、
図
書
館
に
関
係
す
る
出
来
事
を
紹
介
し
て
お
く
。
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なお、「志林」の記事欄には、前述のような「寄贈書目」が掲載されている。四一一一号（明治三六年五月）からは、
毎
回
で
は
な
い
が
内
容
紹
介
も
加
わ
っ
た
。
例
え
ば
、
富
井
政
章
『
民
法
原
論
」
（
第
一
巻
総
論
下
。
有
斐
閣
。
著
者
の
富
井
か
ら
二
冊
寄
贈
）
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
説
明
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
（
志
林
五
八
号
［
三
七
年
］
’
四
○
頁
）
。
明治一一一八年の「新入学生二対スル訓辞」（志林七巻九号）で、梅総理は、こう述べる。「図書室モ本大学ガ……大
学ノ名称一一改メマシテカラ、其設備ニハ既――着手ヲシテハ居リマスガ、……大学部ノ人ガ少数デアルガ故一一自然
遅
遅
シ
テ
居
ル
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
、
近
日
一
一
大
ニ
之
ガ
拡
張
ヲ
図
ル
見
込
デ
ア
ル
、
遅
ク
モ
今
学
年
中
ニ
ハ
必
要
ナ
ル
書
籍
ハ
大
概
備
ハ
ラ
ザ
ル
モ
ノ
ハ
ナ
イ
、
就
中
英
語
、
独
逸
語
ノ
書
籍
ナ
ゾ
デ
大
抵
必
要
ナ
ル
モ
ノ
ハ
具
ハ
ラ
サ
ル
モ
ノ
ハ
ナ
イ
ト
云
う
コ
ト
一
一
致
シ
マ
ス
ガ
、
ド
ウ
セ
私
立
学
校
デ
何
人
ニ
モ
補
助
ヲ
受
ケ
ナ
イ
学
校
デ
ア
リ
マ
ス
カ
ラ
、
一
時
一
一
官
立
学
校
ノ
如
ク
ニ
ハ
出
来
マ
セ
ヌ
、
併
ナ
ガ
ラ
其
カ
ノ
及
ブ
範
囲
二
於
テ
ハ
十
分
ナ
ル
積
リ
デ
ア
リ
マ
ス
、
尚
ホ
諸
君
ノ
中
デ
モ
必
要
ト
認
メ
ラ
レ
テ
、
学
校
デ
買
ウ
テ
図
書
室
二
備
付
ケ
テ
貰
ヒ
タ
イ
ト
云
う
希
望
ノ
書
籍
ガ
ア
リ
マ
シ
タ
ラ
、
ド
ウ
ゾ
ソ
レ
ハ
事
務
員
ノ
方
一
一
申
出
ヲ
願
ヒ
タ
イ
、
諸君ノ希望セラルル書籍ハ必ズ直チニ買ウト云う御約束ハ出来マセヌガ、学校一一於テ如何ニモ必要ナリト認メタ
モノハ必ズ備付ケルコトニ致シマスカラ、ドウゾサウ云うコト一一致シタイ」。梅は、さらに勉強方法にも一一一一口及する。
「
私
ハ
諸
君
二
分
量
ヲ
多
ク
勉
強
ス
ル
コ
ト
ハ
望
マ
ヌ
、
分
量
ハ
少
ク
正
味
ヲ
多
ク
勉
強
シ
テ
蘆
ヒ
タ
イ
、
参
考
書
ヲ
読
ム
モ
宜
イ
、
読
ム
モ
ノ
ハ
十
分
一
一
読
ム
ガ
宜
イ
、
併
ナ
ガ
ラ
学
カ
ノ
進
歩
シ
ナ
イ
間
ハ
多
ク
読
ム
ョ
リ
モ
頭
ヲ
能
ク
働
カ
シ
テ
勉
強
シ
テ
貰
ヒ
タ
イ」と。
拾年史」九二頁）。
か
か
わ
ら
ず
、
最
終
的
に
は
寄
付
者
一
一
五
七
名
、
寄
付
金
額
五
○
八
八
円
五
○
銭
、
和
洋
書
合
計
一
一
四
三
四
冊
が
購
入
で
き
た
（
『
参
「
富
井
博
士
の
民
法
原
論
第
一
巻
総
論
上
冊
の
発
行
せ
ら
れ
て
よ
り
久
し
く
法
曹
社
会
の
褐
望
せ
る
同
書
の
下
冊
は
本
月
一
曰
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明
治
二
一
一
一
年
九
月
か
ら
和
仏
法
律
学
校
・
法
政
大
学
に
深
く
関
与
し
た
梅
謙
次
郎
の
残
し
た
文
書
が
法
政
大
学
図
書
館
に
保
管
さ
れ
て
い
る
。
民
法
・
商
法
の
起
草
資
料
、
著
書
・
論
文
の
原
稿
な
ど
が
和
綴
じ
さ
れ
た
七
○
冊
の
も
の
を
梅
文
書
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。
こ
の
ほ
か
、
図
書
館
に
は
、
梅
の
司
法
省
法
学
校
時
代
、
リ
ヨ
ン
・
ベ
ル
リ
ン
留
学
時
代
の
各
ノ
ー
ト
、
さ
ら
に
は
リ
ヨ
ン
大
学に提出した博士論文（「□①一四回目の三・口（和解論）」’八八九年）の原稿ノートが合計四一一冊保管されている。
こ
の
梅
文
書
は
、
い
か
な
る
経
緯
で
本
学
が
所
蔵
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
（
以
下
の
受
入
の
経
緯
等
に
つ
い
て
は
、
岡
「
梅
文
書とはなにか」雑誌「法政」四九九号［’九九八年］一二頁以下、後述の「梅文書目録」中の岡「解題」に基づいている）。
図
書
館
に
寄
贈
さ
れ
た
な
ら
ば
、
通
常
は
図
書
原
簿
な
ど
に
そ
の
旨
記
載
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
手
が
か
り
は
、
梅
文
書
自
体
に
押
を寄贈している。
を
以
て
出
版
せ
ら
れ
た
り
本
冊
の
収
む
る
所
は
民
法
中
の
最
も
緊
要
部
分
に
属
す
る
第
一
編
第
四
章
よ
り
第
六
章
に
至
る
箇
条
即ち意思表示、代理、条件、期限、時効等極めて趣味あり且極めて難解の部分に属し而して博士の最も得意
と
せ
ら
る
る
所
、
之
を
叙
説
す
る
に
明
豐
厳
正
な
る
文
辞
を
以
て
す
其
近
来
の
良
著
た
る
は
多
言
を
要
せ
す
し
て
既
に
定
論
あ
る
所
な
り
左
れ
は
荷
も
法
律
を
学
ひ
若
く
は
之
か
応
用
の
任
に
当
る
者
の
座
右
に
欠
く
へ
か
ら
さ
る
を
疑
は
さ
る
な
り
」
大
正
初
期
ま
で
続
い
た
こ
の
「
寄
贈
書
目
」
は
「
図
書
館
報
」
の
役
割
を
果
た
し
た
、
と
評
価
さ
れ
て
い
る
（
酒
井
（
二
）
一
七
九
頁
）
。
「
寄
贈
書
目
」
で
曰
を
引
く
の
は
、
明
治
四
二
年
九
月
の
「
城
数
馬
君
寄
贈
書
目
」
で
あ
る
（
志
林
一
一
巻
一
○
号
一
○
八
頁
以
下
）
。
大
審
院
の
判
決
録
を
セ
ッ
ト
で
寄
贈
し
て
い
る
ほ
か
、
「
独
逸
帝
国
大
審
院
民
事
訴
訟
法
判
例
」
（
五
冊
）
な
ど
内
外
の
判
例
集
四
、
梅
文
書
に
つ
い
て
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東
大
に
寄
贈
さ
れ
た
蔵
書
・
資
料
は
関
東
大
震
災
に
よ
っ
て
焼
失
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
蔵
書
の
一
部
は
現
在
も
な
お
東
大
法
学
部
図
書
室
に
残
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
同
所
に
あ
る
一
冊
の
図
書
に
は
、
法
政
大
学
図
書
館
が
所
蔵
し
て
い
る
梅
の
蔵
書
の
い
く
つ
か
に
押
印
さ
れ
て
い
る
「
梅
博
士
遺
書
」
の
角
印
と
同
じ
も
の
が
、
大
き
さ
は
異
な
る
も
の
の
（
東
大
の
ほ
う
が
小
さ
い
）
押
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
島
根
県
立
図
書
館
に
保
管
さ
れ
て
い
る
梅
の
蔵
書
と
思
わ
れ
る
書
籍
に
押
さ
れ
て
い
る
「
梅
氏
蔵
書
」
角
印
は
、
本
学
所
蔵
の
梅
の
蔵
書
に
押
印
さ
れ
て
い
る
も
の
と
同
一
で
あ
る
。
こ
の
角
印
は
、
梅
文
書
中
の
い
く
つ
か
の
冊
子
に
も
押
さ
が
で
き
る
に
す
ぎ
な
い
）
、
と
な
っ
て
い
る
。
号
□
九
四
○
年
。
こ
れ
は
梅
の
次
男
震
氏
が
保
管
し
て
い
た
も
の
だ
と
い
う
が
、
撮
影
時
期
は
不
詳
］
な
ど
に
掲
載
さ
れ
た
写
真
で
見
る
こ
と
○
巻
一
号
）
に
よ
る
と
、
集
ま
っ
た
寄
付
金
で
遺
族
か
ら
梅
の
蔵
書
を
購
入
し
、
東
京
帝
国
大
学
、
法
政
大
学
、
松
江
図
書
館
（
現
在
は
島
根
県
立
図
書
館
に
引
き
継
が
れ
て
い
る
）
に
寄
付
し
、
さ
ら
に
は
、
遺
族
か
ら
帝
大
に
寄
贈
さ
れ
た
法
典
起
草
に
関
す
る
資
料
に
つ
いては穂積陳重・重遠父子が九八冊二七族に製本・整理して法科大学列品室に保管した（「梅博士遺事録（第一四回）、
（第一七回）、（第一八回）」法律新聞八五四号、八七五号、八七六号［一九一一一一年］の各二○頁、さらには法律時報一二巻一一
された（「故梅博士記念資金募集」志林一一一巻二号［明治四一一一年一一月］）。寄付金がどう使われたかを語る記事があ
こ
の
頃
の
図
書
原
簿
な
ど
は
、
戦
災
に
よ
り
焼
失
し
た
の
か
、
す
で
に
失
わ
れ
て
お
り
、
こ
の
「
昭
和
四
年
」
と
い
う
日
付
の
意
味
すら確定することが困難である。おそらくそのころ図書館で受入・整理が完了したのではないだろうか。
そ
れ
で
は
、
実
際
に
受
け
入
れ
た
の
は
い
つ
ご
ろ
で
あ
ろ
う
か
。
梅
の
没
後
、
同
僚
、
弟
子
な
ど
が
中
心
と
な
り
募
金
活
動
が
な
されている寄贈印（「昭和四年四月二十五日梅謙次郎氏寄贈」）である。梅は、初代総理のまま、韓国の京城（現在の
ソ
ウ
ル
）
で
立
法
活
動
に
従
事
中
に
、
明
治
四
三
年
八
月
一
一
五
日
突
然
病
死
し
て
し
ま
っ
た
の
で
、
本
人
に
よ
る
寄
贈
で
は
な
い
。
る。（明治四四年一一一月一四日に開かれた「故梅博士追悼会」についての）「志林」（一一一一巻一一一号）、「法学協会雑誌」（三
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俊雄「梅文書目録に期待する」同五○一一号［’九九八年］一八頁以下、岡「梅謙次郎文書目録を刊行して」同五一九号［二
中村哲也Ⅱ岡「梅文書の中から」法政五○○号二○頁以下、山川次郎「「梅氏蔵書』を追って」同五○一号二四頁以下、広中
れ
て
い
る
。
し
か
も
、
島
根
県
立
図
書
館
の
図
書
原
簿
に
は
、
明
治
四
四
年
一
二
月
一
日
付
の
受
入
曰
の
記
録
が
あ
り
、
ま
た
現
存
する図書の表紙裏に「若槻禮次郎君外三名寄贈」の押印が見られる。以上の点から見て、梅文書は、蔵書購入の
際
に
遺
族
か
ら
上
記
募
金
の
実
施
グ
ル
ー
プ
を
通
し
て
法
政
大
学
に
寄
贈
さ
れ
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
梅
文
書
に
関
し
て
は
、
現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
、
一
九
三
○
年
四
月
一
曰
か
ら
一
週
間
、
松
屋
で
お
こ
な
わ
れ
た
展
示
会
に
、
和
綴
じの本のいくつかを出品した旨の記事（「六大学文献展覧会出品目録（控）」）、および、図書原簿等の滅失のためと思
わ
れ
る
が
、
図
書
館
が
戦
後
現
物
と
一
点
ず
つ
照
合
し
な
が
ら
整
理
し
た
「
分
類
簿
」
の
み
が
本
学
に
残
っ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
さ
て
、
梅
文
書
の
内
容
を
簡
単
に
見
て
お
く
こ
と
に
す
る
。
そ
の
関
係
で
分
類
記
号
に
も
言
及
す
る
。
こ
れ
は
第
三
章
で
検
討
さ
れ
る
の
で
は
あ
る
が
、
法
政
大
学
図
書
館
で
は
、
昭
和
初
期
に
そ
れ
以
前
の
八
門
分
類
法
、
九
門
分
類
法
を
経
て
「
和
漢
書
分
類
表
」
（旧分類。例えばＬは法律）が確定したようである（第三章三第四章六参照）。梅文書に付されている分類記号はＡ肋
ま
た
は
Ａ
比
で
、
こ
の
記
号
中
Ａ
は
「
総
記
・
雑
書
」
、
５
は
「
稀
親
書
・
古
書
」
、
ａ
は
「
写
本
・
手
拓
本
」
を
表
わ
し
、
Ａ
舵
は
「
そ
の
他
」
を
表
わ
す
。
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
梅
文
書
は
、
上
記
の
分
類
記
号
に
一
連
番
号
を
付
し
た
図
書
館
請
求
記
号
が
Ａ
、
／
１
～
Ａ
肋
／
胡
（
Ａ
宛
／
８
を
除
く
）
、
Ａ
陀
へ
田
、
Ａ
比
／
４
～
Ａ
記
／
ｇ
と
な
っ
て
い
る
冊
子
を
指
す
。
図
書
館
で
は
、
こ
の
よ
う
な
記
号
を
つ
け
た
だ
け
で
長
年
保
管
し
て
き
た
。
し
か
し
、
ど
の
冊
子
に
な
に
が
綴
ら
れ
て
い
る
か
が
二
つ
の
冊
子
に
数
十
の
文
書
が
綴
ら
れ
て
お
り
、
当
然
な
が
ら
通
し
頁
が
な
い
）
こ
れ
だ
け
で
は
わ
か
ら
な
い
の
で
、
四
年
の
年
月
を
か
け
て
梅
文
書
研
究
会
編『法政大学図書館所蔵梅謙次郎文書目録」（法政大学ボアソナード記念現代法研究所、二○○○年）が作成された（こ
の
目
録
作
成
の
作
業
か
ら
得
た
こ
と
を
梅
文
書
研
究
会
の
メ
ン
バ
ー
が
「
法
政
」
に
執
筆
し
て
い
る
。
上
述
の
岡
「
梅
文
書
と
は
何
か
」
の
ほ
か
、
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史』一三八頁注（冊））。この一一人が梅を支えて本学の発展に寄与したのであるが、どちらも梅の死（明治四一一一年）
梅
の
学
校
経
営
を
支
え
る
二
人
の
協
力
者
が
い
た
。
飯
田
宏
作
と
信
岡
雄
四
郎
で
あ
る
。
飯
田
は
、
司
法
省
法
学
校
第
二
期
生
と
し
て
梅
の
同
級
生
で
あ
り
、
卒
業
後
検
事
・
判
事
を
歴
任
し
、
明
治
二
六
年
来
弁
護
士
と
し
て
活
躍
し
た
。
ま
た
、
前
述
の
よ
う
に
「法学志林」の命名者でもある信岡は、明治二一年に首席で東京法学校を卒業している。日刊平民新聞が社会主
義
運
動
に
対
す
る
弾
圧
事
件
で
無
料
弁
護
を
引
き
受
け
て
く
れ
た
一
二
名
の
弁
護
士
に
対
し
て
、
感
謝
の
広
告
を
出
し
た
こ
と
が
あ
り（’’九号。明治四○年二月一一○日）、その中に、花井卓蔵、今村力一一一郎らと並んで信岡の名も見えるという（『百年
明
治
三
六
年
八
月
に
法
政
大
学
と
改
称
し
た
本
学
で
は
、
図
書
閲
覧
室
も
拡
張
さ
れ
、
図
書
も
こ
れ
ま
で
の
東
京
法
学
校
時
代
の
も
の
や
東
京
仏
学
校
時
代
の
も
の
に
加
え
て
、
主
と
し
て
校
友
か
ら
の
寄
付
金
で
さ
ら
に
購
入
す
る
か
た
わ
ら
、
寄
贈
書
も
着
実
に
増
え
て
き
た
。
本
学
図
書
館
所
蔵
資
料
中
の
重
要
な
財
産
を
な
す
梅
文
書
も
明
治
末
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
。
お
そ
ら
く
閲
覧
規
則
も
、
未
だ
発
見
さ
れ
て
は
い
な
い
も
の
の
、
大
学
へ
の
改
称
時
の
学
則
で
言
及
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
見
て
、
基
本
的
な
事
柄
に
つ
い
て
は
そ
の
こ
ろ
に
は
整
備
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。
初
代
総
理
の
梅
が
死
亡
し
て
、
本
学
の
明
治
時
代
が
終
わ
る
。
号が付されているが、図書請求記号との関連性を見いだすことはできない。この点については、右「目録」伽頁参照）。
○
○
○
年
］
二
○
頁
以
下
参
照
）
。
こ
れ
に
よ
り
、
上
記
梅
文
書
は
、
内
容
か
ら
分
類
し
て
、
第
一
部
門
「
立
法
関
係
文
書
」
、
第
二
部
門「著作原稿・意見書・講義備忘録等」、第三部門「韓国立法起案関係文書」、第四部門「その他」の四部門に分
け
ら
れ
、
各
部
門
の
中
で
は
資
料
は
図
書
請
求
記
号
順
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
（
な
お
、
各
冊
子
に
は
、
文
書
の
同
一
性
を
示
す
登
録
番
五
、
ま
と
め
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った。梅路線の継承者の中心がすべていなくなってしまったのである。
また、日露戦争後は、立身型の「法律青年」に代わって「教養青年」や「実業青年」が台頭してきた。「百年史』
を
引
用
し
て
お
こ
う
二
五
四
頁
以
下
）
。
専
門
学
校
令
施
行
後
急
増
し
た
多
く
の
専
門
学
校
も
、
商
学
や
文
学
を
中
心
に
発
展
し
た
といわれている。法政大学も明治一一一七年には実業科を設置したが、遅きに失した感は否めない。他方で、法学教
育
に
求
め
ら
れ
る
も
の
も
、
も
は
や
「
国
家
試
験
合
格
に
必
要
な
『
法
技
術
」
で
は
な
く
、
「
近
代
的
教
養
と
し
て
の
『
法
知
識
』
そ
れ
は
と
も
か
く
、
梅
の
没
後
数
年
間
の
学
長
空
白
期
を
経
て
、
松
室
致
が
大
正
二
年
に
第
二
代
学
長
（
「
総
理
」
を
「
学
長
」
と
改
称
）
に
就
任
し
た
。
寄
贈
図
書
は
着
実
に
増
え
続
け
て
い
る
。
そ
の
保
管
場
所
お
よ
び
閲
覧
室
の
充
実
、
さ
ら
に
は
、
図
書
整
理
の
た
め
の
分
類
の
必
要
性
が
、
法
政
大
学
で
も
い
よ
い
よ
現
実
に
問
題
と
な
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。
の
習
得
と
な
ら
ざ
る
を
」
え
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
、
と
。
の
前
後
に
相
次
い
で
亡
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
（
飯
田
は
大
正
元
年
、
信
岡
は
明
治
四
二
年
）
。
こ
れ
は
本
学
に
と
っ
て
大
き
な
痛
手
で
あ
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